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石丸：皆様こんにちは。INPIT の知財活用支援センター長 

石丸と申します。本日はどうぞよろしくお願いいたします。

朝 10 時から始まって最後のセッションということで、最

初から聞かれている方、また午後から聞かれている方、こ

のセッションを楽しみにして最後ご参加されている方、

様々かと思いますが、どうもありがとうございます。今日

は３人の経営者の方々から、知財の取り組みについてグロ

ーバルという視点で語っていただきたいと思っておりま

す。なにぶんあまり慣れていないものですから、会場の皆

様とも質疑応答をしながら盛り上がっていけたらと思っ

ておりますので、どうぞご協力の方よろしくお願いします。 

ということで、『知財で未来を切り拓く！中小企業のグ

ローバル知財戦略』でございます。本日はパネリストとし

て、株式会社フジワラテクノアートの藤原副社長、大和合

金株式会社の萩野社長、株式会社𠮷川国工業所の𠮷川社長

にお集まりいただきました。それぞれ岡山、埼玉、奈良と、

地方からお越しいただきました。皆様立派な取り組みをさ

れておりますので、その内容について早速伺えればと思っ

ております。 

なお、本日の進め方ですが、まず各社自己紹介をしてい

ただき、その後ディスカッションということで、テーマを

３つ設定させていただきました。①海外展開のきっかけ、

困ったこと、②海外展開における知財の役割、③人材育成、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知財経営について、ということで、最近の知財経営に限ら

ず、フリーな感じでのディスカッション、意見交換、ある

いは情報収集の場になればと思っております。 

それでは、早速ではございますが、藤原副社長、よろし

いでしょうか。 

 

藤原： それでは私の方からプレゼンテーションをさせて

いただこうと思います。 

岡山から参りましたフジワラテクノアートの副社長を

しております藤原と申します。よろしくお願いいたします。

まず自己紹介からさせていただきます。私の家業が日本酒、

焼酎、味噌、醤油などの醸造食品を製造する機械プラント

メーカーでございまして、私の曾祖父が創業した会社で、

私は６代目になります。代々婿養子で事業を繋いできたと

いうことから、子供の頃、事業承継を意識したことはほと

んどなかったのですが、私が大学４年生の時に、当時社長

をしていた父が事故で亡くなりまして、その後、母が専業

主婦から社長になり、今 20 数年経ちます。そこから私の

運命は変わりまして、会社のことを意識するようになりま

した。専業主婦から社長になったということで、母からは、

「組織ってどういうことか」や、「どのようにすればいい

のか」という相談を受けました。そうした中で、会社のこ

とを意識し、会社に対する思いも少しずつ強くなってきま
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した。母が社長になった年と、私が社会人になった年は一

緒で、当時私は営業をしておりましたが、経営のことを勉

強したいという思いから２年間勉強をして、その後岡山に

戻って今に至ります。私自身は、子育てをしながら経営と

の両立をしているので今も非常に苦労をしておりますが、

そういった経験をとおして、女性活躍をはじめ、一人一人

の力をいかに最大限に生かしながら経営戦略に繋げてい

くか考えております。今回のテーマである知財もそうです

が、人的資本、無形資産が非常に大事だと思っております。

その中で、今取り組んでいるお話をさせていただこうと思

います。 

会社概要ですが、今年で創業 92 年目を迎えます。先ほ

どもお伝えしましたように、発酵食品を製造する機械プラ

ントメーカーとして今事業を続けております。発酵食品を

作る機械がどのようなものか、少しご紹介をさせていただ

こうと思います。醤油を作るプラントですが、醤油という

のは、大豆を蒸す、小麦を炒るという原料処理と言われる

工程があります。その後、蒸した大豆や炒った小麦に麹菌

と言われる微生物を生やして麹を作っていきます。その後、

発酵して圧搾をして醤油が作られますが、この麹を作る工

程が醸造食品の生産性や品質を左右する非常に重要な工

程になっています。私たちはそれぞれの工程の機械を単品

で納めることもございますし、プラント一式で受注するこ

ともあります。先ほど重要だと申し上げました麹を造る機

械ですが、蒸した大豆や蒸した米等の固体の原料に微生物

を均一に生やすことが非常に難しく、これを大量に作るこ

とができる、という点が私たちの強みになります。世界最

大の直径 20 メートルもある麹を作る機械は、海外に多く

輸出をしております。 

醸造機械を使って、日本全国日本酒、味噌、醤油、焼酎、

泡盛など、地域の文化に根差したものづくりをお客様がさ

れています。その中で私たちはフルオーダーメイドでもの

づくりをしています。それぞれ皆さんが目指されている酒

の在り方や、麹の在り方は、それぞれのお客様で違います

ので、それぞれのお客様のニーズを反映してものづくりを

しております。それが当社の一つ、ものづくりの価値と思

います。また、この機械を納めて終わり、ではなく、その

後のアフターサービスが非常に大事だと思っております。

フルオーダーでのものづくりによって柔軟に機械を作っ

て様々なお客様のご要望に対応できる力と、アフターサー

ビスにより、おかげさまで創業 92 年経ち、専業主婦だっ

た母も色々頑張りまして、シェアを高め、麹を作る機械で

は国内 80%のシェアを占めております。どのようなお客

様かと申し上げますと、大手さんも含めて、北海道から沖

縄まで多くの醸造食品のメーカーさんに納入をさせてい

ただいております。1,500 社ほど取引があります。最近で

は納豆や甘酒、酵素メーカーさんへの納入も増えいていま

す。このような醸造で培った色々な技術が、一般食品の業

界にも展開できることで、新しい業界への展開も増やして

おります。有名どころのお客さまにも納めさせていただい

ておりまして、清酒メーカーさんですと横の繋がりが非常

に強いので、１軒１軒のお客様に対する想いを社員がしっ

かり持って案件をやり切っていく中で、その積み重ねが信

頼に繋がり、今のシェアに繋がっているのかなと思ってい

ます。 

海外に関しましては、約 58 年前、祖父の時代から輸出

をしております。今、日本の食文化が世界に広がっている

こともありまして、日本の大手醸造食品メーカーさんが海

外にどんどん工場を作られています。その際に一緒に行か

せていただくこともありますし、アジア方面には日本と同

じように醸造文化があり、醤油屋さんもいくつかアジアに

はたくさんありますので、そのような現地法人のお客様に

納めさせていただくこともありまして、海外 27 か国に輸

出実績があります。 

シェアが高くなったことは非常にありがたいことなの

ですが、６代目である私にとっては、この 90 年かけて培

ってきたお客様との信頼関係を守り続ける使命感や責任

感が、非常に重たいものだなと感じました。シェアが高く

なったからこそ、これを守り続けるために、もっとさらに

高みを目指していく必要があるんじゃないかと考え、大き

な事業変革をしていくための 2050 年に向けたビジョンを

作りたいと思い、今、事業変革に向けた新しい挑戦を行っ

ています。そのビジョンを作る前に行ったことが、90 年

かけて培ってきたフジワラテクノアートの要素技術を整

理して、技術を再定義したことです。私たちは醸造分野で

たくさんのお客様の案件に携わらせていただくことで、機

械プラントメーカーとしてエンジニアリングの様々な要

素技術が蓄積されました。また麹造りの様々な案件に携わ

らせていただくことで、微生物を培養する技術も蓄積する

ことができました。この微生物の培養の技術とエンジニア
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リングの技術、両方あることが私たち唯一無二の技術だと

いうことを改めて言語化することで、ここが自分たちのコ

アコンピタンスだなと、強みだなということが分かりまし

た。これらの技術を掛け合わせて微生物の力を高度に利用

するものづくりを私たちはずっとやってきましたし、これ

をベースにこれから事業を展開したいと、こうやって言語

化することで新しい未来が見えてまいりました。 

この微生物の力を高度に利用するものづくりを、「微生

物インダストリー」と名付けました。これは商標をしっか

り取っております。醸造を原点に世界で微生物インダスト

リーを共創する企業になろうと、2050 年に向けたビジョ

ンを掲げることにしました。このビジョンは 2019 年から

スタートしておりまして、5 カ年の計画が終わり、今、２

回目の中計がスタートしたところです。私たちは醸造分野

でずっと微生物インダストリーをやってきましたが、この

分野で培った技術を食料、飼料、エネルギー、バイオ素材

など色々な業界に展開をしていき、多様な業界のパートナ

ーの皆さんと共創をしながら、新たな市場や産業を作って、

心の豊かな循環型社会に貢献したいという想いで、かなり

壮大なビジョンを掲げております。このビジョンを掲げる

ことは簡単ですが、これを絵に描いた餅にせずに、しっか

り実行していかなきゃいけないと考えております。そのた

めには、イノベーションに果敢に挑戦していかないといけ

ませんが、一足飛びにはなかなかいかず、このビジョンを

社内で共感してもらうために、知ってもらうために色々な

取り組みをしつつ、外部にも発信をして、私たちが目指す

姿をしっかり伝えていくということを大事にしています。 

このビジョンを掲げる前は開発もそこまで進んでいな

かったのですが、徐々に社員も理解をしてくれて色々と開

発が進むようになりました。私たちはこれからも新しい分

野にも出ていきますが、育てていただいた醸造分野のお客

様にも新しい価値を提供していかなきゃいけないと思い、

醸造プラントシステムも次世代型に開発を強化していま

す。AI や ICT などの新しい技術を入れながら、更なる省

人化、そして環境配慮など次世代型にプラントシステムを

改良して、新しい価値を提案していくような取り組みもし

ております。 

併せて、両利きの経営と言われておりますが、新事業モ

デルへの挑戦のための開発も進めております。新しい分野

に行こうと思うと、また別の開発が必要ですので、開発人

員を 10%以上置いて、色々な分野の方を採用してイノベ

ーションを推進しております。このビジョンを掲げてから

のバリューチェーンを検討していく中で、先ほど微生物を

培養する技術とエンジニアリングの技術が私たちの強み

だとお伝えしましたが、現在、微生物を培養する工程から

事業化まで、一気通貫で自社で行い、伝統的な醸造食品の

製造以外の色々な分野のお客様と共創できるようにプラ

ットフォームを構築しております。例えば食品の副産物や、

未利用資源など、価値の低いものや捨てられているような

ものを、微生物の力で機能性を高め、新しい製品を作って

いくことを色々な企業様とさせていただいております。ビ

ジョンを掲げて 5 年ほど経ちますが、展示会で発信をした

り、ホームページで発信をしたり、色々なところで発信を

していく中で、思いもよらない業界の方々にお声掛けをい

ただいて、今、お客様と共に色々なイノベーションにチャ

レンジをしております。 

ここから知財の話になりますが、知財と当社の事業の変

遷を少しご紹介したいと思います。私たちがこの市場に参

入したのは後発だったのですが、私の祖父の時代、1960 年

代には海外に進出をして市場を広げていきました。ですが、

その時には知財の対策をほとんどできておりませんでし

た。父の時代、1980 年代にこれからの事業を強化しよう

と、オリジナルの、フジワラテクノアート独自の製品開発

をしていかなきゃいけないと考え、開発部門を創設し技術

開発を強化しました。父が蒔いてくれた種が花開いて今に

繋がっていると思います。その当時出願をかなり増やして

いきました。そしてシェアが高くなり、海外展開にも更に

力を入れていくタイミングに海外の出願も増やしていき

ました。そこまではどちらかというと、自分達の技術を守

るような、守りの知財の方が多かったのですが、当社は今、

開発や 2050 年に向けたビジョン実現のための取り組みを

行っております。今、機械メーカーからソリューションプ

ロバイダーになっていくという大きな事業変革に向けて、

守りだけではなく、備えるだけではなく、攻める知財に向

けて体制を強化しようとしております。 

次に、これから発明奨励のための取り組みをご紹介させ

ていただきます。ビジョンが出来た時にすぐに、技術イノ

ベーションを行う部門横断の委員会を立ち上げました。未

来技術革新委員会という委員会で、私達は FTIC（エフテ

ィック）と呼んでおります。この FTIC の中で、先ほどお
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伝えした開発のプロジェクトを進めております。それぞれ

プロジェクトがありまして、プロジェクトリーダーを設け

て、それぞれアクションプランも作り、それに向けてそれ

ぞれ実行しております。この FTIC には３種類ありまして、

FTIC 評議会では、各プロジェクトを俯瞰的に見て、進行

すべきか、継続すべきか、そして新しいテーマをやるべき

かというところを判断しております。真ん中の FTIC は、

各プロジェクトの進捗を管理します。この進捗を更に具体

的に進めていくための FTIC 分科会も行って、それぞれの

会議で色々と進めております。併せて、発明を奨励したい

という想いで職務発明規程を定め、発明評価の体制も整備

しました。発明届を提出してもらいまして、処理を検討し、

評価委員会を設けて評価します。そこには当社独自の評価

書があり、その評価に基づいて発明奨励金を出す、判断を

する、といったことも行っています。 

続いて人材（人財）育成について少しお話します。当社

は知財部を置いておりませんが、テックソリューション室

というところで、知財を進めております。開発部門は３つ

ありまして、機械の開発をする部署、微生物のプロセスを

開発する部署、分析や知財を行うような室も設けておりま

して、そこで人財育成を行っています。知財戦略のスペシ

ャリストをどのように育成しているかについてですが、ビ

ジョンを掲げていくことで、人財戦略もしっかり経営戦略

と結びつかないといけないので、人財育成委員会を作り、

それぞれの人財をビジョン実現に向けてどう育成してい

くか、それぞれのメンバーにはそれぞれの特性を活かして

スペシャリストになってもらうために、5 ヵ年ビジョンと

呼ばれる一人ひとりの育成プランを作っています。会社の

５カ年の計画と５カ年の個人の人財育成のビジョンがし

っかり連動するようにしております。知財のスペシャリス

トもその中で育てるようにしております。2028 年には知

財戦略のスペシャリストになってほしいと思っているあ

るメンバーの人財育成のプランですが、知財戦略のスペシ

ャリストになるために、どのような資格を取って、どのよ

うな実務をしていくかを表で整理しています。このビジョ

ンを実現するためには、知財と経営戦略とをしっかり結び

つけていかないといけないということで、まさに今 INPIT

の加速的支援を受けております。昨日もちょうど打ち合わ

せをしたところです。社内もさらに開発部門－事業部門－

知財部門と三位一体の知財活用ができる体制を作ってい

きたいという想いで、今支援を頂いております。「技術創

造と知財力に基づく競争力の高い事業の創出」を目指すた

めに、今このような体制を強化すべく支援をいただいてお

りますので、非常にありがたく思っております。私の発表

はここまでとさせていただきます。ありがとうございまし

た。 

 

石丸：どうもありがとうございました。専業主婦のお母様

が引き継がれて最初大変だったと思います。そのあたりの

ことも後ほどまたお聞かせいただければと思います。また、

2050 年ビジョンということで、最初プレゼンテーション

資料を見させていただいた時にどういうことなのかあま

り分からなかったのですが、言語化することで新しい未来

が見えてくるといったところがあるのかなと。先日実際に

現場に行かせていただきまして、様子を見させていただい

たのですが、本当に社員の方々が活き活きとされていて素

晴らしいなと思ったところでございます。また後ほど、加

速的支援の話も聞かせていただければと思います。どうも

ありがとうございました。 

続きまして、大和合金株式会社の萩野社長、お願いいた

します。 

 

萩野：大和合金の萩野でございます。私どもの会社の紹介

及び知財に関わるところ、人財育成に関わるところなどを

織り交ぜたプレゼンをさせていただきます。よろしくお願

いします。 

私自身、イノベーションというのは、多様性のある組織

から生まれると考えております。この写真は、私どもで年

に数回、３回から４回ぐらい行っているインターンシップ

の際の１コマですが、本当に色々な国から色々なバックグ

ラウンドを持った人たちが参加してくれて、その中に、技

術もそうですが、それ以上に会社のカルチャー、雰囲気に

共感した者が門をたたいてくれて活躍してくれていると

いう現状です。現在は、そういった海外人財がトータルで

20 名働いてくれております。実習生は一切おらず、一番

多いのは、よく技人国とも呼ばれる技術・人文知識・国際

業務というビザで来ている者が多いです。中には永住権を

とっている者もおります。国も、この国旗に表されるとお

り、多国にわたっておりまして、一昨年にはジャマイカか

らも入ってきました。現在 20 人の海外籍の人間がいると
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は申しましたが、関越自動車道の三芳パーキングエリアの

近所に開発製造を担っている工場がございまして、そこを

別法人にしております。そことは一体のグループのような

もので、グループ合わせて 170 人の内、海外人財は１割を

超えているというところでございます。 

我々の仕事は何かと申しますと、金属材料、銅をベース

にした銅合金なのですが、それを炉の中で配合した後、流

して鋳造します。鋳造品ですと十分な材料のポテンシャル

を引き出すほどの強度が出ないこともありますので、それ

を鍛造や、熱間の押出、ところてんやひき肉のように押し

出して細く出すとかパイプで出すとか、あるいはその後さ

らに熱処理をすることで材料のポテンシャルを最大限に

引き出して、様々な業界、航空産業やレーシングカー、ジ

ェットコースターのブレーキ、宇宙ロケット等、色々なと

ころで使っていただいております。 

グラフは一例として示しております。横軸に耐力、これ

は強度や材料の硬さとも相関があるものです。縦軸には電

気伝導度、これは熱伝導にも相関があるものです。このグ

ラフを見ていただくと、大体の材料が右下がりの帯の中に

入ってきています。このプロットされているのが様々な銅

合金で、一般にも販売されているもの、あるいは弊社で独

自に開発したものが含まれています。我々は先ほどの写真

で示したとおり、配合するところからやっておりますので、

一般に日本だと JIS、航空業界ですと AMS スペックのも

のに縛られずに、中にはレーシングカーなどでは、そうい

った規格はなくても、とにかくレースに勝つためには強度

もあって熱伝導の良いものが欲しい、グラフの右上の黄色

いところが欲しい、という要望を受けたりもしますが、そ

れを二つ返事で分かりましたなんて言うと、後で痛い目に

合いますが（笑）。ただし、この配合を変えたり、実際に

鍛造の加工率を変えたり、熱処理の条件、温度、時間を変

えることによって、このグラフでいうと右に行ったり上に

行ったりするので、それを組み合わせれば右斜め上に行く

こともあります。黄色の理想の材料まではいかなくても、

そのちょっと手前、あるいは既存の帯から少し外れたあた

りですと、一番理想に近いということで、「じゃあ次のレ

ースから使うぞ！」と言われるとヒヤヒヤはしますが、ド

キドキワクワクしながら仕事をさせていただくことがで

きます。 

現実には、無数にある配合パターンや製造条件をただ闇

雲にやっていてもなかなかいい結果が出ないので、約３年

前から AI のソフトを作ってらっしゃる外部の会社さんの

ものをちょっといじらせていただいて、過去あるいは今そ

れを使いながら実験している配合や製造条件を入れて、ど

ういう結果になったか、データを蓄積して、将来的には「こ

ういう特性が欲しい」と言われたら、組成や製造条件を出

せるようになったらいいなと思っております。ですが、実

際にはそんなに簡単にはいかず、いいところまで来ている

ものもあれば、まだまだ全然ダメという材料もございます。

しかし、将来的には、これを活用することによって、技術

の承継もですが、新たなものの開発スピードアップや、歩

留まり向上、性能アップも望んでいきたいと思っておりま

す。これについては、途中経過ではありましたが、去年秋

の日本銅学会でも弊社の若手開発メンバーが発表させて

いただきました。 

そのように作られた材料がどのような用途に使われて

いるか、先ほど幾つか口頭では例を示しましたが、本当に

広く薄く、少量ずつ色々な用途で使われております。将来

の夢のエネルギーとも言われている核融合にも使われて

おります。 

核融合のことに入る前に、これは経営デザインシートで

ございますが、ご存じの方が多いとは思いますが、一番上

にビジョンや我々の会社の存在意義を示しており、左に現

在なんとか会社が回せているその根本といいますか、飯の

種は何かを書いてございます。そして 10 年後、こちら当

初に作ったのが 2018 年だったので、まずは 2028 年に向

けて、会社が元気な状態でいたとしたら、社会が変わって

いく中で、その時に何で飯を食えているのだろうか、とい

うことを予想し、想像しながら、幹部のみならずこれから

成長してほしいと思っているような若手も交えてディス

カッションをしました。ただ、この時には、航空産業等も

沢山書いたのですが、その後コロナの影響が大きかった航

空産業を一回除きました。しかし 2022 年頃にはまたぐっ

と V 字に戻ってきましたので、２年前に航空もまたちょ

っと付け足す等、微修正を繰り返しています。去年から今

年にかけてこれをまた刷新をする検討を進めました。10

年後のイメージに向けてバックキャストして、今取り組ん

でおかないといけないことを下に書いております。全社課

題のところには、銅合金の一本足打法だとか、外部環境の

変化では、特殊銅合金に代替する新素材によるゲームチェ
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ンジ等も書いてありますが、それに向けて銅以外の材料、

アルミよりも軽い材料をいじってみたり、あるいは比重の

大きな銅とはいえ、3D プリンティング、金属プリンティ

ングを使えば、必要な強度を保ちながらも、あるいは熱伝

導を保ちながらも、途中（内部）にはスカスカの部分を入

れたりして、そんな使い方もできるのではないかと思い、

今色々と実験をしている最中です。 

先ほど触れた核融合ですが、本当にこれが実現すれば世

界のパワーバランスがガラッと変わるでしょうし、「核融

合が実現すれば人間は確実に宇宙に住み始めるだろう」と

言われる人もいます。これだけ大きなプロジェクトですの

で、我々のような町工場が、そんな大きな核融合事業の成

功失敗に大きく関わっているほどのことは言えないので

すが、その中で非常に重要と言われているダイバータの冷

却管、あるいはアッパーランチャー、これは加熱するとこ

ろで、ドーナツみたいなところが１億度を超える温度にな

るものですから、その温度に加熱するための重要な部分、

さらにはこのドーナツの中で重水素と三重水素がぐるぐ

る回りぶつかって核融合を起こすわけですが、その壁のす

ぐ後ろに、銅合金、銅にクロムとジルコニウムが混ざった

材料を使っていただいております。これはちなみに 2024

年５月に建設途中の ITER に入らせていただいた時の内

部の写真です。 

今でこそかなり深く、我々にとっては大きな量で仕事を

させていただいていますが、実際には核融合との関わりと

いうのは 2006 年からで、もう今から 19 年前になります。

大手の非鉄のメーカーさんから紹介を受けて、当時は原子

力機構だったのですが、そこから材料の相談を受けました。

それを作って納入したのですが、やはり甘かったようで、

全然要求が満たされていないとのことでした。納めた材料

は仕様には合致していたのですが、我々が納めた後のプロ

セスで、違う材料とロウ付けという接合の工程があって、

その際に温度が非常に高く上がってしまうために、弊社の

材料が鈍ってしまい強度が下がったとのことでした。それ

（接合の工程）を聞かされていればもっと作り方を考えた

のにと思いましたが、とは言ってもなかなかそれを満足さ

せるのは難しくて、何年間も苦労して、実質８年ぐらいか

かってようやく製造工程を確立し、10 年後に世界に先駆

けて、我々が納めている量子科学技術研究開発機構がその

ユニットとして世界に先駆けて合格することができまし

た。その後、日本で認められたことをバネにして、ヨーロ

ッパにも跳んで売り歩いたりしました。我々のコア技術と

いうのは、結晶粒をコントロールする技術や、接合の時の

熱負荷を受けても、機械的特性、硬さや強度を軟化させな

いという技術になります。 

そのような技術を真似されないように、将来、核融合を

実現できた時に使うかもしれない主要な国々で特許を出

願いたしました。実際そこの戦略については、先ほどのパ

ネルディスカッション２でモデレーターを務められてい

た鮫島先生と戦略を一緒に練ったというと格好良いです

が、正直なことを申せば色々ご指導やアドバイスをいただ

きました。ただ、ここで今非常に心配していることは、核

融合というのは 30 年先の技術だとも言われていることに

関係します。出願したのは少し前になりますので、核融合

が実現する時には誰もが自由にこの我々の特許を使える

ような状態で、果たして大丈夫なのだろうかという点が非

常に心配です。一方で、現在もう既に 100 点満点で何もや

ることがない、という状態では全くないので、まだまだ今

のレベルをモディファイしていく上で、新たな技術を次か

ら次に上乗せしていく必要があるとも考えています。 

今日は全く触れていませんが、航空産業のランディング

ギアの軸受、メタルで受ける軸受なのですが、そういった

ものもヨーロッパでここ 10 年の間に売り始めたことによ

り、海外向けの輸出量が大幅に増加しました。具体的には

30 倍に増えたと言えばすごいような感じを受けるかもし

れませんが、元が小さかっただけなのですが、全体の売上

に占める割合も2.6％から26％に10倍増えたところです。 

核融合案件については、複雑だからこそ面白いというこ

とが魅力の一つです。実際、鉄道用のモーターで、バーと

リングを接合するところにも同じロウ付けを使うのです

が、その際にリングの材料が鈍らないように、核融合で培

った社内技術を応用できたことが非常に有効だったと今

でも感じております。また、そこに隠されたノウハウに気

付く機会も与えられたのだろうと思っています。さらに、

この 10 年、色々な国に行って売り込んで、怒られたり叱

られたり、喜んでいただいたりもしましたが、日本以上に

海外の方が中小企業に対して対等に扱ってもらえる、と言

ってしまうと、日本では対等に扱ってもらっていないと取

られてしまうのもちょっと良くないかもしれませんが、あ

るいは日本人の大先輩方、うちの会社というわけではなく、
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世間一般の日本の人たちが、30 年前、40 年前にコツコツ

やってくれたおかげで、日本の会社ならしっかりやるだろ

うというような、下駄を履かせていただいているような気

分に浸ることもございました。このような仕事で、お客さ

んである研究機関や重工メーカーさんが言ってくださる

ことは厳しいのですがある面で必要とされているのだと

いう誇りのようなものを感じさせていただくことがござ

います。 

ただ、一方では、現実には厳しい特性を要求されるので、

非常に手間もかかりますし、契約上、辞書のように分厚い

資料を用意して提出しないといけない等、立ち会いに来ら

れて、外注の検査機関で我々さえ行ったこともなかったよ

うなところにまで同行したいと言われて結構苦労するこ

ともあります。そのような時、例えば熱処理もチャートを

見せれば十分なのではと思うのですが、それでは許されず、

炉に材料を入れる時と出す時までの何時間も待機して、そ

の結果を本国ヨーロッパにレポートしているのですが、

我々のことを信じてくれてないのかな、なんて思いながら、

もう全部あからさまに裸にされて、それを真似されるのも

怖いなと思いながら、見に来ている人も雇われている人な

ので、その秘密はオープンにしないでくれと伝えても、「レ

ポートを書かないといけないから、ＮＤＡは結べません」

と言われてしまい、暗礁に乗り上げました。その後も不安

は完全に拭い切れたわけではないというところでござい

ます。概要と核融合に関する話は、以上でございます。 

 

石丸：どうもありがとうございました。大和合金さんは、

いわゆる外国人人材をたくさん採用されているというこ

とで、またそこも人材育成のところで話を聞かせていただ

きたいと思います。 

まず少しだけ、さっきの写真で ITER の建設現場に行か

れたということですが、これはどのような感じでしたか。 

 

萩野：ITER という組織自体が世界の一大プロジェクトで

すので、ITER の組織自体は何も隠すものはないといいま

すか、どんどんそこから吸収して世界各国で核融合を広げ

てほしいという意図で、2024 年５月にはワークショップ

が開かれました。アメリカが一番多いですが、今世界中で

スタートアップの核融合会社が立ち上がっております。そ

ういったスタートアップを集め、そこに供給可能なサプラ

イヤーを呼んでマッチングすれば、サプライヤーは色々な

スタートアップとネットワークができるだろうという趣

旨のワークショップでした。また、現在の ITER の進捗も

その組織で働く人たちが率直に紹介してくれるという、本

当にオープンな感じの素晴らしい会でした。 

 

石丸：ありがとうございます。この何かピンク色に塗って

いて可愛らしいなって思いました。かなり大きいのですよ

ね、人が中に入れるような感じでしょうか。 

 

萩野：この左の絵の右下に、小さく豆粒みたいに見えるの

が人の大きさです。 

 

石丸：なるほど、どうもありがとうございました。知財の

取り組み等については、また後ほど質問をさせていただき

たいと思います。 

続きまして、株式会社𠮷川国工業所の𠮷川社長、お願い

いたします。 

 

𠮷川：ご紹介いただきました𠮷川国工業所の社長を務めて

おります𠮷川でございます。弊社は日用品ブランド Like-

it を製造しているメーカーです。Like-it ブランドを作っ

た歩みをとおして、知財活用の事例を紹介したいと思いま

す。 

まず、Like-it ブランドの製品・商品分類例を紹介しま

す。現在の製品事例、小物収納、クローゼット、サニタリ

ーバスケット、ダストボックス、キッチン用品、アウトド

ア用品、こういった商品群がありますが、まずは収納をテ

ーマに我々はモノを作り始めました。 

弊社の所在地は奈良県葛城市で、大阪府との県境に位置

しております。弊社は 2025 年１月で創業 93 年を迎えま

した。𠮷川国工業所は Like-it 商品を製造する会社、そし

てライクイット株式会社は Like-it を販売する会社、そし

て Like-it Inc.はアメリカで Like-it を販売する会社、この

ような関連会社を持っております。全体で国内 65%、海

外 35%の売上比率でございます。従業員数は𠮷川国工業

所で 100 名、ライクイット株式会社で 15 名でございます。

残念ながら知財に関して専門職がいなくて、外部の弁理士

さんからのアドバイスを頂いて、私が判断して、また弁理

士さんにお願いすると、こういったスケールで進めており
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ます。 

弊社はデザインにこだわって商品を企画してまいりま

した。その実績として、1984 年にメッシュラウンドバス

ケットでグッドデザインの選定を受けまして、数多くの大

賞と選定をいただきながら、海外では red dot design award、

アメリカのグッドデザイン賞、 iF design、GERMAN 

DESIGN AWARD 等といったものをいただいております。 

弊社は権利取得にも力を入れました。現在、商標登録が

国内 14 件、海外に 26 件、意匠登録が国内 72 件、海外 47

件となっております。そんなに多くないのではと言われま

すが、商品の寿命もありますので、継続するかどうか、そ

のようなところも踏まえ、捌きながら権利を取得しており

ます。 

続きまして Like-it ブランドづくりです。この Like-it ブ

ランドをどうやって作ったか、生い立ちを紹介します。

1980 年 10 月、今から 45 年ほど前、私が開発担当者とな

りまして、生活者の視点と機能性・デザイン性を考慮した

収納用品の開発に取り掛かりました。もちろん、意匠出願

もこの時に併せてさせていただきました。そして、その後

のメッシュシリーズの展開の中で非常にたくさん売れま

した。たくさん売れたのですが、やはり類似品がたくさん

発生したり、また我々が思っている売価どおりに売ってく

れなかったり、また問屋さんルートで意に反した販売先の

ほうにも売られたり、色々と交通整理が大変でした。また、

弊社も供給不足になる等、色々な問題が顕在化いたしまし

た。そうした中で、このままでは我々のものづくりがしっ

かりと進められないと、このような反省を踏まえまして、

1986 年 12 月にライクイット株式会社を設立し、Like-it シ

リーズを販売しました。この Like-it シリーズというのを、

我々の新しいブランド作り、そして我々はこの Like-it を

日本だけでなくて世界にも販売したい、こんな想いを込め

まして、当時この Like-it を伊勢丹新宿で販売したのがス

タートでございました。収納の𠮷川国工業所、そしてデザ

インが良いシンプルでベーシックな商品、そのような商品

の中で、真似をされない会社づくりを目指しました。 

知財活用事例を紹介致します。ラウンドバスケットが非

常によく売れましたので、多分我々の業界ではすぐにモノ

マネ商品が出ると感じ、当時の類似意匠登録制度を活用し

て意匠権を強化いたしました。やはり予想どおり類似品が

出てまいりまして、製造者や販売者へ警告を送付して、多

くの業者さんに製造販売中止をお願いいたしました。それ

でもなかなか聞いてくれないところもありまして、そのよ

うなところには訴訟を提起して和解にこぎつけると、この

ようなことを頻繁にやらせていただきました。おかげさま

で、𠮷川国工業所は権利を取得しているということが業界

に認識され、類似品販売の抑制にも繋がりましたし、販売

店においても安心して売っていただける体制が整ったの

ではないかと考えております。また、グッドデザインの選

定も多数受けさせていただきまして、長期間にわたって高

い評価を受け続けることにより、長く使っていただける、

長く売っていただける体制ができたと考えております。 

つづきまして、海外進出の歩みを紹介させていただきま

す。2000 年頃ですが、私が社長に就任し、まず海外販売

強化の方針を出しました。ヨーロッパ市場の展示会に出展

し、次にアメリカ市場の展示会、そして中国の市場へ、と

いうような形で海外展開を開始いたしました。この中で、

40 年ほど前に作った Like-it という商標が、非常に海外の

人にはわかりやすい商標のようでした。このブランドは覚

えやすい、気に入った、と言っていただけるお客さんが多

数おられて、この商標を取得して本当に良かったな、役に

立ったなという実感を持っております。とはいえ、海外で

の権利取得というのは非常に費用がかかり、そして我々と

したら先行投資でもあります。権利取得をした商品は売れ

ずに、権利取得してなかったものが売れる、また、アメリ

カで類似品が出てしまう。このような失敗も何回か実体験

としてございます。そうした中で、支援事業をいただいて

権利取得にこぎつけられるというのは、我々中小企業にと

っては非常にありがたいなと考えております。 

Like-it ブランドが誕生して約 30 年を経過した頃、海外

での事業展開の拡大に伴いまして、取扱アイテムの拡大を

目指してまいりました。中国での商標登録分類について、

当初、プラスチック家庭用品を主に置く第 20 類における

商標の登録だけではカバーしきれずに、台所用品をカバー

している第 21 類を加えた商標の権利範囲を拡大せねばな

らない必要性がございました。これにまつわる失敗例です

が、中国での事業拡大を図るために第 21 類での商標登録

を進めましたが、調査段階で既に他社によって第 21 類の

商標が登録されておりました。取得に向け調査をさらに進

めたところ、商標権利を販売する中国企業によって登録が

行われていたことが判明し、権利の譲渡手続を行った上で
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商標登録を我々の手に戻すことができました。現地の弁護

士を活用し、譲渡交渉を行い、結果的には良心的な価格及

び比較的早期に権利を確保することができました。こうい

った経験をとおして、やはり必要な分類範囲を把握し、登

録申請を行う必要性があるなと改めて思いました。 

つづきまして、環境配慮型素材開発事業の紹介をさせて

いただきます。地球温暖化や限りある石油資源問題に対し

て、Like-it が再生材や CNF のバイオマス原料を、積極的

に活用を図って地球環境保護に貢献する、貢献したいとい

うような想いを Like-it の方針として挙げさせていただき

ました。そして研究をスタートし、Like-it が目指すものづ

くりに合った材料開発を行い、商品化を目指し、そしてそ

れを他業界への用途展開を図ろうと考えております。

2015 年から、材料開発のサポイン事業（戦略的基盤技術

高度化支援事業）の採択を受けまして、研究開発をし、

2022 年からは CNF 含有オールバイオ複合材料の開発を

しました。革新的な省 CO₂実現のための部材や素材の社

会実装・普及展開加速化事業（環境省）の採択を受け、商

品実装をやっております。 

現段階の開発と出口開発の状況でございますが、色々な

展示会に出展したり、ネットワークを作ったりして、コラ

ボレーションしながら我々の作った材料を試していただ

く、そしてまた新たなテーマをいただく、このような試行

錯誤を続けております。 

また、環境宣言を発表いたしまして、2023 年に資源循

環ロードマップという計画を作りました。環境省の二酸化

炭素排出抑制対策事業費補助金事業において、CNF 含有

スタックアップコンテナを上市し、また、2024 年度には

CNF 含有オールバイオタイディアップボックスを発表さ

せていただきました。このような事業展開を通じて、知財

の専門職がいない弊社にとっては、目標実現に向けた知財

に関する問題が顕在化しました。社内の知財に対する知識

不足、関係会社との契約関係や自社のノウハウ開示の有無

等の判断、基準の曖昧さ、今使っている契約書が十分なの

か、こうした裏づけがなかなか取れない不安な状況の中で、

INPITから加速的支援をご紹介いただき、社内で検討し、

自社の課題としては自社技術の価値をどう保護すべきか

と、こうしたテーマのもと、2023 年２月から 2024 年７月

まで INPIT の加速的支援を受けることになりました。結

果、営業秘密管理体制の整備、そして事業方針に基づいた

開発戦略の策定、それを実行するための社内体制の整備、

開発戦略を踏まえた知財上の手立ての整備、新規事業のマ

ーケティング戦略を策定できました。感想といたしまして

は、私や社員が知財の重要性を再度深く理解ができたこと

で、引き続きそれぞれの整備をさらに進めて、日々の努力

の必要性を認識した次第でございます。参考資料として、

経営理念、環境方針、行動指針、健康宣言を添付させてい

ただきました。 

最後に、未熟者の私一人では、ここまで Like-it ブラン

ドを成長させることができませんでした。外部の多くの

人々の指導、そしてそれを受け止める我々の熱い社員の皆

によりまして、私自身が素直な心でアドバイスとか助言を

受け止め、進めて来られたからこそ、ここまでの Like-it

ブランドができたんだと、そして、さらに将来の夢が描け

るようになってきたんだと考えております。この場を借り

まして、皆様に感謝を申し上げ、私の発表とさせていただ

きます。 

 

石丸：どうもありがとうございました。トップの𠮷川社長

のとても強い想いで、知財の取得から始め、訴訟も戦って

こられたということですが、社員の皆さんの中には抵抗も

あったのではと思います。苦しい時に、なんでこれほど知

財を取る必要があるのか等、このあたりはボトムアップで

はなくてトップの方針という点が重要かと思っているの

ですが、やはり難しいところでしたか。 

 

𠮷川：そうですね。やはり先行投資になりますので、なか

なか結果が出ないのですが、我々の Like-it のブランド力

の世界戦略といいますか、成長させるんだという、ここの

想いを共有することがやっぱり大事かなと思いまして、こ

ればかり言っておりました。 

 

石丸：ありがとうございます。 

私の方で設定したテーマのうち、海外展開のきっかけ、

困ったことについて、きっかけについては、お三方とも概

ね話をしてくださったかなと思います。あとは、海外展開

における知財の役割、このあたりのところを、実際にこう

いうことをやって良かったというような具体的なお話が

聞けたらと思っています。併せて、人材育成のこと、ある

いはそれを支える知財と支援体制といいますか、単なる体
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制整備ではない、経営戦略のための知財戦略について、本

日の午前中から同様のお話がありましたが、そのような点

について思うところがあれば聞かせていただきたいです。 

まず、色々なきっかけや困ったことがあったかと思うの

ですが、萩野社長のところでは、知財の関係で何か困った

ことがありましたら教えていただけないでしょうか。 

 

萩野：困ったことについて、海外に限ったことではなかっ

たのですが、共同で研究といいますか、うちが材料をつく

り、それを評価し使っていただく際、お客様と秘密保持契

約を結びながらやっていたのですが、秘密保持契約の中に

「特許を出願する際には、お互いで相談し合いながら進め

る」という文言があったにも関わらず、その会社さんが勝

手に単独で出願をしていたということがありました。うち

よりも大きな大手の会社さんでした。毎週分野を決めて、

公開された特許情報をチェックしていたので、公開される

までの時間は経った上でのことですが、何か随分うちにも

関わるような材料だなと思ったら、うちが先方に出してい

た数値データをそのまま流用して特許を出されていた、と

いうことがございました。その後のゴタゴタもあって、そ

れをきっかけに顧問弁理士事務所が切り替わるというこ

ともございました。 

 

石丸：なるほど、それは大変でしたが、ご経験を共有して

くださりありがとうございました。 

人材のところでいいますと、海外の人たちを結構入れて

いらっしゃるという、１割程度ということだったのですが、

核融合の関係でトップの学生さんや技術者が皆そこで勉

強したいという感じで来られているのでしょうか。 

 

萩野：現実には全くそんなことはなくて、金属をやってい

た人自体がもうほとんどいなくて、まぁ土木をやっていた

とか、化学をやっていたという程度です。それ以外は文系

であるとか、実は自治体国際化協会という国の一機関のプ

ロジェクトで、JET プログラムという、英語の補助教員を

北海道から沖縄までの公立の学校に割り当てるようなプ

ロジェクトで５年間先生をやって、ビザが切れる前に日本

人と結婚した方や、日本をもっと好きになってもっと日本

に長くいたいという人を紹介してくださるキャリアフェ

アがありまして、そこで出会った人が大半です。実は明日

もそのキャリアフェアが浜松町であるので、参加してこよ

うと思っています。 

 

石丸：そういうルートがあるんですね。 

 

萩野：そこには、非常に日本語に長けた、日本語検定で言

えば N2 以上の人もかなりいて、非常に頼りになります。

そういう彼ら、彼女たちが今、非常に活躍してくれていま

す。 

 

石丸：コミュニケーションは特に問題ないのでしょうか。 

 

萩野：そうですね、N２以上というと普通の会話のみなら

ず、文章を書いて、それを読解できるほどの高い日本語能

力の人達です。 

 

石丸：知財の観点からいうと、そのような外国人の方々が、

例えば本国に帰られる際に技術流出してしまうようなこ

とが少し心配ですけれど。 

 

萩野：確かに、ただ、我々の材料は、溶かすだけではなく

て、鍛造、熱処理、また機械加工にしろ、プロセスが長い

ので、全部を網羅している人はいないものですから、例え

ば一つの鍛造時の温度だけを知ったからといって全体が

できるわけではないので、そのような点では今はまだ持ち

帰って急にできるものではないと考えています。 

 

石丸：ありがとうございました。 

人材の話が出たところで、藤原副社長にお尋ねしたいの

ですが、５年間のプログラムを策定して人材育成をされて

いるということでしたが、このあたりをもう少し具体的に

説明していただけると嬉しいのですが、いかがでしょうか。 

 

藤原：当社は、もともとは女性も男性も世代も関係なく、

誰しもが働きやすい環境を作っていくということからス

タートしました。ただ、これから働く時間はどんどん短く

なってきますが、一人一人の力を最大限に生かそうと思う

と、やはり内発的動機といいますか、それが生産性にもす

ごく繋がってきますし、働く時間が短くなっても企業を成

長させないといけないので、働きやすさに加えて働きがい
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が非常に大事だと考えています。その中で、ビジョンを自

分事として考える社員をどう増やしていくかを考えた際

に、こういったビジョンと繋がる５カ年ビジョンを作る等、

それぞれ自分が得意なことや、楽しく仕事をしていること

がメンバーやお客様に喜ばれると、一人一人の力が伸びて

くるので、そういった想いで自分たちのそれぞれの特性を

活かしたビジョンを作っています。楽しく仕事をしている

と、色々なアイデアが出てきたり、オープンな企業風土を

作っていくとイノベーションにも繋がってきたりするの

で、そのような想いで作っています。 

 

石丸：ありがとうございます。５年間は基本的に異動がな

い感じなのでしょうか。 

 

藤原：そうですね、当社はほとんど異動がなく、自分達の

得意を突き詰めるという方針です。割と高度な醸造プロセ

スを事業化していこうとすると、物理もいる、化学もいる、

また生物もいる等、非常に複雑ですので、それぞれの専門

性を突き詰めてもらうという人財育成をしております。 

 

石丸：ありがとうございます。 

知財をいかにグローバルに展開されるか、藤原副社長の

ところでは今 27 カ国に展開されていらっしゃるというこ

とで、海外に出願もされていますし、色々なことがあるの

ではないか、また、あったのではないかと思うのですが、

どのように管理されているのでしょうか。知財の体制にお

いては、先ほどのお話だと知財部はないということでした

が。結構、お金もかかったりするのではないかと思います

が、そのあたりはトップで判断されるのでしょうか。 

 

藤原：海外に輸出する中で多くの失敗がありまして、自社

の発明をお客様が出願をして構造変更しないといけなく

なったり、再交渉しないといけなくなったりすることもあ

りましたし、協力会社さんに勝手に出願されたり等、色々

あったので、今は早い段階で知財を含めた成果の配分をし

っかり明確にしながら進めております。海外に進めていこ

うと思うと知財はなくてはならないので、部門横断で知財

のプロジェクト作って、経営企画、知財のメンバー、役員

も入って検討しております。 

 

石丸：中小企業ということで、リソースがあまりない中で

「ここまでやる」ということをトップが判断して進めない

といけないのかなと思いますが、それはそのような体制に

なっているのでしょうか。 

 

藤原：そうですね、役員がおりますので、技術のトップが

それを戦略と合わせて判断をするということをしていま

す。 

 

石丸：ありがとうございます。 

知財個別の話ですと、また萩野さんに聞きたいのですが、

先ほどロウ付けのところで確か製法特許を取ってらっし

ゃるということでしたが、製法特許というのは一般的には

なかなか権利行使しにくくて、ノウハウも入っているから

出願しないといった話もよく聞くのですが、そこは何か戦

略があるのでしょうか。 

 

萩野：それを真似すればすぐ作れる、というほどではなく

て、パラメータ特許とちょっと混ぜ合わせたような感じの

製法特許です。 

 

石丸：後から見れば使っていることが分かるような感じで

しょうか。 

 

萩野：そうですね、一発では分からないかもしれないので、

色々調査をせざるを得ないかもしれないのですが、基本的

には全く同じような性能が出るのは多分そのある範囲の

条件しかないのではないかなと思っていますので、100%

じゃないですが侵害しただろうと判断できます。 

 

石丸：なるほど。 

少し心配なことは、「まだまだ実現が先なので」と先ほ

どおっしゃっていたところですよね。そこをいかに延命し

ていくと言いますか、新しいものを付加していくというと

ころは、戦略としてどのようなことを考えてらっしゃるの

でしょうか。 

 

萩野：正直なことを申すとびっくりされるかもしれないの

ですが、例えば、現在 100 本作って 10 本程度しか合格し

ないとか、そういう中で無理やり製造していることがある
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わけですので、本当の意味ではもっと良い作り方があるは

ずです。その新たに見出したい技術を真似されないように

注意しつつ、元の特許に付加していきたいと考えています。 

 

石丸：そこは今は AI 等でかなり効率良くできるようにな

っているということですね。これからは AI を使いながら、

色々とそういうことやってみるのが楽しいと言いながら

やっていく時代なのだろうと思います。ありがとうござい

ます。 

知財をどう海外展開に活かしているかということで、𠮷

川社長もたくさん知財権を取られていると思いますが、今

何か取り組んでらっしゃる知財はありますか。ファッショ

ンのような形で、分野的にもどんどん次の新しい意匠なり

商標なり生み出していかないといけないと思うのですが、

なかなか中小企業でこれをやり続けることは体力的にも

大変だと思います。そのあたりで思うところがあれば教え

ていただければと思いますがいかがでしょうか。 

 

𠮷川：やはり、失敗を繰り返す、この失敗を良い経験にい

かすという、そういうことをまず大切にしております。そ

ういう中で、海外において、物を売るにしても、代わりの

代理の方に売っていただいたのでは、本当にお客さんが求

めている要求やなぜこれが不採用になったのかという本

当の原因が分からないので、そのようなことをしっかりと

つかむように、ということを言っております。知財に関し

ては、コピーがたくさん出てくるもので、地産地消で現場

それぞれの国が強いという土台に立ちますと、我々はこれ

がオリジナルだと、これの強い商標を持っておくというこ

とで、オリジナリティーを出していく。これで我々のブラ

ンドを扱うことがステータスだという販売店を作り上げ

ていくと、強い関係になっていくのではないかと考えてお

ります。 

 

石丸：どうもありがとうございました。 

時間が来てしまったので大変申し訳ないのですが、一つ

だけ会場の方からも質問を受けさせていただければと思

います。我こそは、という方がいらっしゃれば挙手をお願

いいたします。 

 

質問者：お話ありがとうございます。今、ロシア等が戦争

とかドンパチやっていると思いますが、そういった地政学

的なリスクはどのあたりで判断されていますか。 

 

石丸：地政学的なリスクということで、たくさんの国に出

られていらっしゃる藤原副社長いかがでしょうか。 

 

藤原：各国のそういった状況を判断しながら、今回の案件

を取るべきか等検討します。場合によってはオンラインで

据付をすることも検討することがあります。ですので、そ

れぞれの案件の背景にあるそういったリスクを鑑みなが

ら、進めているという感じです。 

 

石丸：ありがとうございます。やはり平和があってこそで

すね。商売といいますか新しい技術開発というのはそうい

うことかなと思っております。 

（𠮷川社長が挙手）𠮷川社長、お願いします。 

 

𠮷川：弊社は回収ができるか、お金をいただけるかという

観点です。ですから、まず保険が効くかどうかや、JETRO

さんで、安心して付き合える、取引できる国はどこか等を

事前に確認しながら、お客さんの信用度を重視しながら商

談を進めるかどうかを決めております。 

 

石丸：どうもありがとうございました。それでは、時間に

なってしまいましたのでこちらで終わりたいと思います。

不十分だったかもしれないのですが、今日お話をさせてい

ただいた、海外展開における知財のリスク、あるいはその

対策ということにつきましては、INPIT の IP ePlat とい

うコンテンツで公開しておりますので、ぜひこちらの方を

ご参考にしていただければと思っております。 

また、今日のフォーラムのように、実際にリアルで出会

って、情報交換するということは大変大切かなと思ってお

ります。我々の方ではいんぴっと ONE という取り組みも

やっております。ぜひご確認いただき、ご参加いただけれ

ばと思っております。 

本日はどうもありがとうございました。 
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